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薭

２
月

日
、
エ
ジ
プ
ト
の

ム
バ
ラ
ク
大
統
領
が
つ
い
に

辞
任
し
た
。
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の

政
変
が
飛
び
火
し
た
形
だ
。

１
月
下
旬
か
ら
続
い
て
い

た
エ
ジ
プ
ト
の
抗
議
デ
モ

は
、

年
に
わ
た
る
ム
バ
ラ

ク
前
大
統
領
の
独
裁
に
不
満

を
募
ら
せ
て
い
た
若
年
層
に

よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
背
景

に
は
黬
近
年
人
口
が
増
加
し
黬

若
年
層
が
急
激
に
増
え
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
就
業
機
会

が
増
加
し
な
か
っ
た
こ
と
が

あ
る
。
教
育
を
受
け
た
若
者

で
も
、
就
業
で
き
る
の
は
独

裁
政
権
に
近
い
政
府
高
官
や

軍
人
の
子
息
が
中
心
だ
っ
た

と
い
う
。
学
歴
の
高
い
若
者

も
含
め
多
く
は
就
業
で
き

ず
、
失
業

率
が
若
年

層
で
特
に

高
ま
っ
て

い
た
。

ム
バ
ラ
ク
前
大
統
領
は
近

年
、
就
業
機
会
を
増
や
す
た

め
、
積
極
的
に
Ｉ
Ｔ
投
資
を

推
進
し
た
が
、
そ
の
結
果
、

ネ
ッ
ト
情
報
が
瞬
時
に
広
が

る
よ
う
に
な
り
、
抗
議
デ
モ

を
一
気
に
勢
い
づ
け
る
こ
と

に
も
つ
な
が
っ
た
。
人
口
増

加
に
よ
っ
て
就
業
機
会
を
得

ら
れ
な
い

歳
以
下
の
若
年

層
の
拡
大
は
、
産
油
国
を
除

く
北
ア
フ
リ
カ
と
中
東
の
多

く
の
国
々
が
直
面
し
て
い
る

問
題
だ
。
今
後
、
チ
ュ
ニ
ジ

ア
、
エ
ジ
プ
ト
の
政
変
が
こ

れ
ら
の
国
々
に
も
広
が
っ
て

い
く
と
、
原
油
な
ど
の
資
源

価
格
や
商
品
、
為
替
相
場
に

予
想
以
上
の
影
響
を
与
え
る

可
能
性
が
あ
る
。

ア
イ
ケ
ン
グ
リ
ー
ン
・
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
教
授
は

「
中
東
か
ら
離
れ
た
中
国
も
、

こ
う
し
た
問
題
と
無
関
係
で

は
な
い
は
ず
だ
」
と
指
摘
す

る
。
増
加
し
て
い
る
大
学
卒

の
若
者
の
学
歴
に
見
合
う
就

業
機
会
の
不
足
の
問
題
が
徐

々
に
顕
在
化
す
る
な
ど
、
若

年
層
の
不
満
が
大
き
く
な
っ

て
い
る
こ
と
に
加
え
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
で
、
大

き
な
抗
議
行
動
に
拡
大
す
る

素
地
が
で
き
て
い
る
こ
と
を

理
由
に
挙
げ
る
。

若
年
層
に
適
切
な
就
業
機

会
を
提
供
し
、
そ
の
不
満
を

鎮
め
て
い
け
る
の
か
。
こ
の

問
題
の
今
後
の
動
向
は
、
世

界
の
政
治
・
経
済
に
甚
大
な

影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ

り
、
注
意
し
て
み
て
い
く
必

要
が
あ
り
そ
う
だ
。
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